
　皆様お元気ですか。今年の猛暑は格別でした。
　さて、 4月に宅建親睦旅行のご案内をさせていただき、一週間程で募集人数の40名に達しました。人
気の高さに驚きつつ、出発日を楽しみにしていました。

　参加者全員揃っていることを確認
し、一行を乗せたＡＮＡ280便は 7：

40徳島空港を離陸、羽田空港でＡＮＡ741便に乗り
継ぎ釧路空港へ向かう。釧路空港には12時過ぎに
着陸。気温は四国と比べ10度近く低く、多くの人
が半袖シャツから長袖シャツに着替えていた。
　待機中の三日間お世話になる観光バスの美人ガ
イドさんより、お弁当を受け取り釧路駅に向かう。
歌手水森かおりの歌「釧路湿原」だ。臨時の観光
列車「ノロッコ号」で蛇行する釧路川と釧路湿原
東側を一望。途中、タンチョウ鶴も見ることがで
きた。
　バスは本日の宿泊地である阿寒湖近くのホテル

阿寒湖荘に到着。ひとまずホテルに手荷物を降ろ
し、阿寒湖遊覧船に乗り込んだ。ガイドの説明を
聞いている間に湖中にあるチュウルイ島に着いた。
マリモやヒメマスの生息地であり、周囲はエゾマ
ツ、トドマツ等の深い森に覆われている。秋の紅
葉も格別のようだ。
　ＰＭ 7時頃、再びホテルへ。夕食後、送迎バス
にて、阿寒湖温泉街の一角にある北海道最大のア
イヌコタンへ。ここには約130人のアイヌの人々が
生活し、伝統舞踊を公演する演舞場や伝統文化を
紹介する資料館、木彫りの工芸品を中心に土産店
が通りの両側に並んでいた。

（6／30　歩数：9,408歩）

　まずは摩周湖に向かう。ガイドに
よると摩周湖の透明度は、かつては

バイカル湖の40ｍをしのぐ41. 6 ｍの世界最高を
記録していたが、現在では19ｍまで低下している
そうだ。説明を聞いている間に摩周湖に到着。
「あっ、霧に包まれている」しばらく買い物をし
ながら晴れることを待ったが、思いは叶わず、残
念ではあったが、諦めてバスに乗り込んだ。出発
するなり、車中から歓声があがった。晴れた摩周
湖が姿を現したのだ。これも日頃の皆の行いによ
るものでしょう。
　車窓から噴煙の昇る山を眼下に見ながら硫黄山
に到着した。直ちに記念写真を撮る。現在、硫黄
山は落石事故の発生により山頂付近への立ち入り
が禁止になっている。立ち入り禁止区域まで足を
進める人あり、売店で噴気孔から出る熱で作った
温泉卵、高濃度のアイスクリームや牛乳を買う人
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一日目

二日目
あり、北海道を満喫しながら次の目的地、謎の生
物クッシーが棲む湖として話題になった屈斜路湖
に向かう。火山地帯であり、周囲には温泉が沢山
あり、湖岸を掘ると湯が湧き出す砂場は観光名所
となったおり、我々一行も砂を20㎝程掘り温泉が
出てくるのを体験した。
　次は「網走町」何だか怖がっている人がいる。
もう時効だよと言ったら安心したようである。か

硫黄山
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 8 ：00にホテルを出発。知床観光
船での知床半島めぐりだ。半島の先

端まで行けば北方四島の国後島を見ることができ
るのだが、本船は少し手前から引返し、下船後、
知床峠へ向かう。途中、エゾシカ数頭と遭遇、残
雪を見ながらバスは知床峠に着いた。直ちに記念
写真を撮る。ここから見る羅臼岳は残雪が多く、
また、普段はこの場所から国後島がすぐ近くに見
られるのですが、今日は霧があって駄目でした。
プーチン様に北方四島返還せよと叫ぶ目的が達せ
ず残念であった。
　名残惜しいが、時間の関係上、出発。羅臼町を
通過して標津で昼食後、北海道とお別れをする中
標津空港へ向かう。
　三日間最高の天候に恵まれ、全員無事に帰路に
着けたことは、皆様のご協力あってと感謝いたし

納得。
　二日目の宿泊地、ウトロ温泉・知床第一ホテル
に到着した。某高校の団体客と入浴時間が重なる
ので時間を避けたらとの提案があったが、構わず
急いで入浴する。
　入浴後、美男美女となったところで、近藤久之
元会長の乾杯の音頭で夕食、宴会が始まる。当地
は北海道だ。演歌の宝庫、北海道の歌が出るわ、出
るわ。歌手顔負け。また司会には当協会№ 1司住
宅・河野様にお願いしました。まだまだ楽しい時
間が続いていましたが、制限時間となり宴たけな
わでありましたが終了しました。

（7／1　歩数：13,163歩）

三日目

つては、日本で一番脱獄が困難な刑務所と言われ、
また、施設の劣悪さと凶悪犯が多いというイメー
ジから映画「網走番外地」シリーズの舞台になっ
ていた網走刑務所。設立当時は刑務所というより
凶悪犯と政治犯が同居する強制収容所といった趣
が強く、特に160㎞以上に及ぶ中央道路を 8カ月
の突貫工事で完成させた際には、200名前後の収
容者が死亡するなど、収容者は情け容赦ない労働
を強いられた。現在は、別の場所に移築され観光
施設「博物館網走監獄」として当時の様子を再現
している。中央道路は俗名「囚人道路」とも言わ
れ、我々一行も通過してきた直線の長い道路であ
る。沢山の施設を見て無事出所後、記念写真を撮
り出発。
　バスはオホーツク海を左側に見ながら小清水原
生花園に着いた。ここではハマナスやエゾスカシ
ユリなど年間約40種類の花を楽しむことができる
が、我々が訪れたこの時期は花がちょっと少な
かったようだ。美味しいアイスクリームを味わっ
て、さあ、次のオシンコシンの滝を目指す。凄い
水量だ！！バスガイドさんより「この滝は羅臼岳
（1,660ｍ）に降った雪ですよ。今年は残雪が多く、
このような水量となっている」と説明があり、

ております。ありがとうございました。
　若い方、新しい方も沢山参加していただき、会
員間の親睦を深めませんか。
　最後になりましたが、岡田事務局長には日曜日
にもかかわらず、早朝よりお見送りいただきあり
がとうございました。

（7／2　歩数：8,682歩）
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